
◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

◆
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

お
知
ら
せ

12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）で
は
、
エ
イ

ズ
の
予
防
と
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
の
解

消
を
目
的
と
し
て
、
12
月
１
日
を「
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

　
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
検
査
及
び
相
談
を

希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
６

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
エ
ク
セ
ル
関
数
応
用
講
習

期
間　
12
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校

内
容　
エ
ク
セ
ル
関
数
と
そ
の
応
用
、

デ
ー
タ
を
自
在
に
扱
う
便
利
技
の
取
得

対
象　
エ
ク
セ
ル
関
数
初
心
者
と
中
級
者

定
員　
10
人　
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
５
０
円

申
込
締
切　
12
月
３
日
（
火
）

　
　
鷹
巣
技
術
専
門
学
校☎

84‐
８
３
５
１

　
平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
者
４
人
以
上

の
全
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
、
平
成

25
年
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。
調

査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
な
ど
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調

査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
調
査
統
計
課
経
済
統
計
班

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
５
５

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の
ご
案
内

　
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

（
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
３
階
）

受
付
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
日・祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
秋
田
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
４
１
９
６

秋
田
県
司
法
書
士
会 

無
料
相
談
会

日
時　
12
月
18
日（
水
）14
時
〜
16
時

場
所　
大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
不
動
産・会
社・法
人
登
記
／

多
重
債
務
／
成
年
後
見　
な
ど

相
談
方
法　
面
談
に
よ
る
相
談

予
約
締
切　
12
月
13
日（
金
）　
15
時

　
※
先
着
順
に
８
件
で
締
め
切
り
ま
す

（
予
約
専
用
電
話
）

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
０
５
５

　
　
秋
田
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
８‐
８
２
４‐
０
１
８
７

で
ま
え
わ
く
わ
く
美
術
展

　
県
特
別
支
援
学
校
文
化
祭
わ
く
わ
く
美

術
展
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
の
入
賞
作
品
と
比

内
養
護
学
校
、
か
づ
の
分
校
、
た
か
の
す

分
校
の
入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
12
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）

時
間　
９
時
〜
21
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
）

場
所　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
館
店

　
　
比
内
養
護
学
校

　
　
　
☎
０
１
８
６‐55‐
２
１
３
１

◆
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！

　
路
上
駐
車
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
に
、
道
幅
が
せ

ま
く
な
り
ま
す
。
交
通
渋
滞
や
事
故
の
原
因
と
な
る

ほ
か
、
除
雪
作
業
が
遅
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
前
は
自
分
で
除
雪
し
て
く
だ
さ
い
！

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
は
ど
う
し
て
も
雪
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
通
勤
や
通
学
時
間
帯
ま
で
に
交
通
確

保
す
る
た
め
、
沿
道
一
軒
一
軒
の
出
入
り
口
除
雪
や

各
家
庭
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
た
作
業
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ご
自
宅
前
の
除
雪
に
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り

世
帯
な
ど
の
除
雪
に
つ
い
て
は
、
近
隣
で
の
ご
協
力

に
よ
る
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
道
路
に
雪
を
捨
て
ら
れ
る
と
、
交
通
の
支
障
と
な

り
事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
排
雪
の
際
は
、
市
指
定
の
雪
捨
て
場
を
利
用
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
雪
捨
て
で
上
げ
た
側
溝
の
ふ
た
は

す
ぐ
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
行
者
の
転
落
や
、
車
が
脱
輪
し
て
し
ま
う
な
ど

の
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
作
業
後
は
、
す
ぐ

に
元
ど
お
り
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
雪
捨
て
場
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
様
河
川
管
理

者
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
市
建

設
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い

道
路
の
除
排
雪
作
業
に

　
市
で
は
、
降
雪
時
の
『
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
』

た
め
、
適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
効
率
よ
く
安
全
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

点
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
市
道
・
雪
捨
て
場

建
設
課
（
森
吉
庁
舎
内
） 

☎
72‐
３
１
１
６

◆
国
道
７
号

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所

大
館
国
道
出
張
所　
☎
０
１
８
６‐

49‐

０
３
２
１

◆
国
道
１
０
５
・
２
８
５
号
、
県
道

北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部 

☎
62‐

１
８
３
４

お問い合わせ

◆
深
夜
、早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
願
い
ま
す
！

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
深
夜
、早
朝
の
作
業
に
ご
理
解
願
い
ま
す
！

　
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
深
夜
か
ら
早

朝
に
か
け
て
行
う
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン
ジ
ン
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
快
適
で
安
全

な
通
勤
・
通
学
路
確
保
の
た
め
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

◆
沿
線
の
空
き
地
、
田
畑
の

利
用
に
協
力
く
だ
さ
い
！

　
道
路
沿
い
の
空
き
地
や
田
畑
に
雪
を
押
し
出
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
道
路
に
置
い
て
あ
る
も
の
は

撤
去
し
て
く
だ
さ
い
！

　
歩
道
な
ど
へ
乗
入
れ
る
た
め
の
『
歩
み
板
』
や

道
路
に
置
い
て
あ
る
物
は
、
除
雪
車
が
引
っ
か
け
て

周
囲
の
物
を
壊
し
て
し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
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読書感想画北秋田市読書感想文
コンクール作品募集のお知らせ

平成25年度

【共通事項】
◆応募資格　北秋田市に在住、在学、在勤する方
◆応募先　鷹巣図書館　北秋田市材木町２番３号
◆応募方法　読書感想文・感想画とも、応募票に
必要事項を記入の上、貼付してください。
★幼稚園・保育園児、小・中学生は、所属する園
および学校を通じて応募してください。　
★高校生、一般の方は、図書館と各公民館に応募
用紙がありますので、忘れずに貼付してください。

◆締切日　平成26年１月31日（金）
◆発表　所属する学校や園を通じて、また一般の
応募者には直接通知するとともに、市の広報など
で発表します。
◆表彰及び表彰式　特選、入選、佳作に選ばれた
方々に、賞状と記念品を授与します。表彰式は、
平成26年３月１日（土）に合川農村環境改善セン
ターで行います。

◎お問い合わせ　
鷹巣図書館（文化会館内）

☎62-3311

　【読書感想画】
◆応募区分　▽幼稚園・保育園の部（年長児）
▽小学校の部（１・２年生で学年ごと）
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を
絵に描いてください。応募作品は未発表のもので
１人１点とします。ただし、教科書、雑誌は対象外。
◆用紙　四つ切版の画用紙（色、縦・横は自由）
を用い、素材は自由（絵の具、クレヨンなど）と
します。

　【読書感想文】
◆応募区分　▽小学校の部（３年生以上で学年ご
と）▽中学校の部（学年ごと）▽高校・一般の部
◆応募規定　読んだ本（作品）についての感想を
綴ってください。応募作品は未発表のもので１人
１点とします。ただし、教科書、雑誌は対象外。
◆字数及び用紙　400字詰原稿用紙を使用し、小
学校の部は原稿用紙３枚以内、その他の部につい
ては５枚以内とします。なお、１行目には題名、
次の行に学校名・学年及び氏名をお書きください。


